
●地方圏に安心して暮らせる地域をつくる
●圏域での連携・役割分担
●生活に必要な都市機能（民間機能・行政機能）

構想の背景と目指すべき方向構想の背景と目指すべき方向

旧員弁郡定住自立圏構想 いなべ市・東員町

いつまでも住み続けたいと思える地域
訪れてみたい・住んでみたいと思える地域

圏域の将来像圏域の将来像

市町が相互
の経済基盤

定住自立圏

●人の流れの創出
「東京圏への人口流出防止」 「地方圏への人の流れの創出」

●地域主権型社会にふさわしい社会空間の形成
●ライフステージに応じた多様な選択枝の提供

を確保 “光り輝く地域”

【背景】地方圏の厳しい現状
●厳しい財政状況、人口減少、少子・高齢化
●大都市圏への人口偏在

●豊かな自然と緑があふれる地域

●一人ひとりが、認め合い・支え合い
だれもがいつまでも安心して暮らせる
“いきいきと輝く笑顔”あふれる地域

●住まう人が誇りと思える自信と

７２，３４３人（2005年 国勢調査）

2015年 人口目標

７２，０００人

●住まう人が誇りと思える自信と
活力あふれる地域

現 状現 状

圏域のポテンシャル
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づくり

いつまでも住み続けたいと思える地域
訪れてみたい・住んでみたいと思える地域

相互に連携・協力して、「定住」のための暮らしに必要な機能を確保し、「自立」のため
経済基盤や地域の誇りを培い、圏域全体として魅力あふれる地域の形成を目指していきます。

具体的な取組 Ｈ22～26年度具体的な取組 Ｈ22～26年度

救急医療体制及び医療従事者の
確保

・いなべ総合病院救急医療体制確保支援事業
・一次救急医療体制確保事業
（在宅医療当番制度）

・二次救急医療体制確保事業
・医療従事者緊急確保事業

医
療

生活機能の強化に係る政策分野

光り輝く地域”

豊かな自然と緑があふれる地域

●一人ひとりが、認め合い・支え合い
だれもがいつまでも安心して暮らせる
“いきいきと輝く笑顔”あふれる地域

●住まう人が誇りと思える自信と

・医療従事者緊急確保事業
・医師養成奨学金事業 他

災害医療体制の整備 ・災害医療体制整備事業

周産期医療体制の充実 ・産科医確保支援事業 他

介護サービスの推進 ・家族介護者への支援事業 他

障害者介護サービスの推進 ・障害者介護給付費等支給審査会事業

障害者介護福祉サービスの推進 ・手話通訳者等派遣事業 他

障害児福祉サービスの充実 ・いなべ地区子育て事業

教員の指導力の向上 ・教育研究所事業 他

不登校等の課題に対する適切な
対応

・教育支援センター事業 他
教
育

福
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・総合防災訓練事業

人口目標

●住まう人が誇りと思える自信と

結びつきやネットワークの強化に係る政策分野

地域公共交通ネットワークの維
持・強化

・福祉バス事業
・コミュバス事業

・三岐鉄道北勢線支援事業 他
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幹線道路、生活道路の整備 ・笠田新田坂東新田線整備事業
・町道中上南大社線整備事業
・主要地方道四日市・員弁線整備促進事業
・国道421号整備促進事業 他

東海環状自動車道の整備促進に
向けた連携

・東海環状自動車道整備促進事業

地域防災力の向上 ・総合防災訓練事業

・桑名消防本部員弁南分署指揮隊事業
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圏域マネジメント能力強化に係る政策分野

人材育成の推進 ・政策立案能力向上研修事業
・ザ プロフェッショナル招聘事業

・地域人材育成事業
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進移住・定住の促進 ・空き家・空き地バンク事業

・歴史ある町並み活性化事業 他

住民参画の推進 ・市民活動団体つながり醸成事業 他住
民

参
画

３つの政策分野 合計５１事業


